地域活性促進キャラクター「すずか茶ん」出演依頼対応及び着ぐるみ貸出要綱
（趣旨） 

第1条 

この要綱は、鈴鹿市を幅広くＰＲするために作成した地域活性促進キャラクター「すずか茶ん」の着ぐるみ（以下「着ぐるみ」という。）の貸出し等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（出演依頼対応及び着ぐるみの貸出し） 

第2条 

出演依頼及び着ぐるみの貸出しを希望する者（以下「申込者」という。）が企画又は実施する各種団体イベント等で鈴鹿市のイメージアップに資すると認められる場合に出演依頼を受理するか着ぐるみを貸し出すことができる。 
２　申込者は鈴鹿市のイメージアップに資すると認められる団体に限る。
（申込み）
第3条
初回申込者は使用登録書を提出し、登録団体申請許可を得なければならない。
なお、登録のできる主な団体は以下のような団体である。
(1) 鈴鹿の産業、文化、地域のＰＲに寄与する団体
(2) 青少年の育成に関わる事業を行う団体
(3) 国際交流に関わる事業を行う団体
(4) 福祉事業、ボランティア事業を行う団体
なお、鈴鹿青年会議所（以下「同会議所」という。）が特別の事情があると認めたときは、この限りでない。 

第4条 

申込者は、あらかじめ「すずか茶ん」着ぐるみ出演依頼書及び貸出申込書（様式第1号。以下「申込書」という。）に必要な書類を添付し、同会議所に提出しなければならない。
２　申込書の提出期限は別紙１に定める期限までに提出しなければならない。
なお、同会議所が特別の事情があると認めたときは、この限りでない。 

（貸出承認の通知） 

第5条 

申込書の提出があったときは、速やかに申込者に対し、「すずか茶ん」着ぐるみ貸出承認書（様式第2号）又は「すずか茶ん」着ぐるみ貸出不承認書（様式第3号）の通知を行うものとする。 

２ 同一時期に複数の申込みがあったときは、原則として先着順とする。 

３ 第1項に規定する貸出承認の通知をした後であっても、鈴鹿ＪＣの業務に支障が生じる場合その他やむを得ない事情があると認めたときは、貸出承認の通知を取り消すことができる。 

（貸出承認基準） 

第6条 

鈴鹿ＪＣは、前条の貸出承認をしようとする場合において、その内容が次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、着ぐるみの貸出承認をすることができない。ただし、同会議所が特に必要と認めたときは、この限りでない。
（1） すずか茶んの品位を傷つけ、又はイメージアップの妨げになるとき。 

（2） 法令又は公序良俗に反するおそれのあるとき。 

（3） 特定の個人、企業、政党又は宗教活動について支援し、公認しているような誤解を与えるおそれのあるとき。 

（4） 企業や特定の商品の宣伝活動を主な目的とする事業でないこと。 

（5） 着ぐるみを正しい使用方法に従って使用しないおそれのあるとき。 

（6） 着ぐるみのデザインを変更して使用しないこと。 

（7） 前各号に掲げるもののほか、着ぐるみの使用について同会議所が不適切であると認めたとき。 

（貸出期間） 

第7条 

貸出期間は、原則として、着ぐるみを使用する各種イベント等の開催期間及び貸出日、返却日を含め、最長５日間とする。 

（出演及び貸出料） 

第8条 

出演及び貸出料は無料とする。 

（貸出方法等） 

第9条
 着ぐるみの貸出承認を受けた者（以下「使用者」という。）は、鈴鹿青年会議所会館において着ぐるみを直接受け取ることを原則とする。 

２ 着ぐるみの貸出し及び返却は、使用者が行うこととする。 

（使用上の遵守事項） 

第10条 

使用者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（1） 着ぐるみを第三者に譲渡、転貸しないこと。 

（2） 使用許可の範囲を逸脱しないこと。 

（3） 貸出期間を遵守すること。 

（4） 火気及び危険物の近辺で使用しないこと。 

（5） 雨天時に屋外で使用しないこと。 

（6） その他、特に付した条件に従って使用すること。 

（7） 別紙に定める着ぐるみ使用方法を遵守すること。
（貸出承認の取り消し） 

第11条
 使用者が前条に掲げる事項を遵守しなかった場合、この要綱の規定に違反した場合、又は申請書の内容に虚偽があることが明らかになった場合は、貸出承認を取り消すとともに、貸出しを行わない。 

既に貸し出しているときは、鈴鹿ＪＣは返還を命じるものとし、使用者は直ちにこれに応じなければならない。
また承認の取り消しを受けた者は、今後使用の承認を与えないものとする。 

（原状回復） 

第12条 

着ぐるみを破損又は汚損した場合は、使用者の責任と負担により、鈴鹿ＪＣが示す方法により、補修、クリーニングその他必要な処置を行い、原状に回復しなければならない。
２　使用者が故意又は過失により「着ぐるみ」を滅失し、又は毀損したときは、その損害を賠償しなければならない。
（責任） 

第13条 

着ぐるみの使用により、使用者が被った損害、又は使用者が第三者に与えた損害に対しては、鈴鹿ＪＣは一切の責任を負わない。 

２　上記の事態が発生した場合は、これを速やかに鈴鹿ＪＣに届け出なければならない。
（返却） 

第14条 

使用者は、返却時に着ぐるみに破損、汚損等がないか十分確認し、着ぐるみ返却確認書に必要事項を記入し返却しなければならない。 

（補足） 

第15条 

この要綱に定めるもののほか、着ぐるみの取扱いについて必要な事項（着用方法など）は、鈴鹿ＪＣが別に定める。 

附 則 

第１条

この要綱は、平成２４年７月２日から施行する。 

第２条
この要綱の改廃は、理事会の議決をもって行う。
